
 
 
 
 
 

 防災は、「自助」（自分の命は自分で守る）「共助」（地域や近所の方が互いに協力し合う）「公助」（国や都

道府県、市町村、防災関係機関等による防災、減災活動）が基本だと言われています。それら三助に加えて「近

助」という言葉があるようですが、ご存じでしょうか？防災アドバイザーの山村武彦さんは自助と共助の間に「近

助」の精神が大切であると提唱しています。プライバシーに深入りせず、ほどよい距離感で、隣人にも関心をもち、

困っているな、変だなと思ったら、近くにいる人がためらわずに声をかけ、助ける人になる、傍観者にならない心、

それが「近助」だとおっしゃっています。いざという時は援助の手が必要な人に声をかけて共に助け合うといった

コミュニケーションがとれるよう「近助」の精神を心掛けたいものですね。 

防災だよりでは、防災、その他危機管理に関する学校の取組や出来事、児童生徒の学習の様子、情報等をお

知らせします。後日、学校 HPにも掲載しますのでそちらもご覧ください。 
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令和５年 第２号 （２月発行） 

○ 防災に関する職員研修（夏休み） 

 南海トラフ巨大地震について、その被害想定や減災

対策について知り、本校の地震発生時のマニュアルを

確認しました。また、教室に落下の危険性があるもの

がないか、ふれあい広場以外に避難場所として安全

な場所はないかなど、職員間で意見を出し合い、話し

合いを行いました。 

○ 緊急時対応訓練（夏休み） 

 緊急時の対応について「アクションカード」を使用し、

訓練を行いました。緊急時でもやることを「見える化」す

ることによりそれぞれの役割が明確になり、より素早く対

応することができるようになりました。 

  

 

アクションカードって何？ 

緊急対応訓練を通して、アクションカードの導入

を検討してきました。その結果、アクションカードの

有効性と必要性が高いと判断し、各教室にアクシ

ョンカードを設置することになりました。アクションカ

ード（手のひらサイズ）には、緊急時に必要な項目

が書かれてあり、駆けつけた職員にカードを配布し

ます。カードをもらった職員は書かれている項目に

ついて役割を果たすことになります。緊急時、指示

をもれなく伝えることができ、指示を受けた職員も、

カードに指示の内容や放送する文言が書かれてい

るので、指示が明確に伝わるというメリットがありま

す。 

今後、さらにカードの内容の変更や個別に必要

なカードの追加などを検討していきたいと考えてい

ます。 

カードをリングで綴じ、各教室

に設置。カードを引っ張れば

すぐに取り外せる。 



 

 

                                 

○ 地震想定避難訓練（１１月） 

  震度６弱の地震が発生したという想定で避難訓練を行いました。これまで、一次避難場所としていたふれあ

い広場ですが、今回はふれあい広場までの道に通行が不可能な場所があり、そこまで行くことができない状況

をつくりました。全員が同じ場所に避難できなかった場合を想定して、安全が確保できそうな教室近くの中庭や

運動場への分散避難を行い、本部への連絡方法についても考えました。全員が同じ場所に避難できないことは

十分に考えられることであり、各避難場所からの連絡方法も、トランシーバーを使う、職員が走って本部に伝達

に行く、LINE なら繋がるかも等々反省でも様々な意見が出ました。全員の無事が確認できたところで、医療的

ケアを受ける生徒の一部はこども療育センターへ移動し、実際にケアを受ける場所について確認を行いました。 

ふれあい広場（小・中） 

中庭（小・中） 

運動場（高） 

一次避難 

二次避難 

通学生 

医ケア生 

医ケア生の避難場所に発電機を運搬 

療育センターへ避難 
緊急地震速報の音が聞

こえ、教室の安全な場所

に移動し、身を守ります。 

 

○ 火災想定避難訓練（１月） 

 調理室から火災が発生したという想定で避難訓練を行いました。はじめに

スライドで事前学習を行い、訓練に臨みました。火災報知器の大きな音に

びっくりする児童生徒もいましたが、放送をしっかりと聞き、落ち着いて避難

することができていました。全員が避難を完了するまでなんと３分！とても素

早い避難でした。その後は、水消火器体験をしたり、校内にある消火器の場

所を確認したりして、火災発生時の対応について学びを深めました。 

○ みやざきシェイクアウト訓練 

「安全確認行動」写真・動画コンテスト 

上記のコンテストに応募した高等部

の藏本優希さん、髙野優菜さん、田中

登真さん、中村奏晴さんのグループ作

品が見事当選！賞品として「ポータブ

ル電源」と「５年保存水」が届きまし

た。おめでとうございます！ 


